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1 は じ め に

近年、近赤外線を利用した選果機が実用化され、リン

ゴにおいても糖度や蜜入 りなど非破壊果実分析が行われ

てお り、高品質果実生産の上で重要な要素となつている。

また、小型で持ち運び可能な非破壊品質評価装置も幾つ

かのメーカーから開発、市販されている。そこで、収穫

前のリンゴの品質評価のために、圃場における携帯型非

破壊品質評価装置の利用法について検討したので報告す

る。

2試 験 方 法

(1)供試装置 クボタ社製携帯型品質評価機
フルーツセレクターK・BA100

(2)測定項目 糖度 (検量線はメーカーが作成 した
ものを使用 )

(3)供試品種 つがる、ジョナゴール ド、ふじ
(4)調査方法
1)糖度の樹上測定法

収穫予定 日の数週間前より1～ 2週間毎に 20果 (10
反復)サ ンプリングし、果実陽光面と陰光面の中間部分
2カ所を供試装置にて結実状態で測定した。その後収穫
し、室内にて同測定部位を供試装置にて測定した後、測

定部果皮直下を屈折糖度計により測定した。
2)収穫時の糖度予測

収穫予定 日の数週間前より収穫まで 1～ 2週間毎に
20果 (10反復)をサンプリングし、果実陽光面と陰光
面の中間部分 2カ 所を供試装置にて結実状態で測定 し

た。収穫後、測定部果皮直下を屈折糖度計により測定し

た。

3 試験結果及び考察

の相関 (ふ じ 2002)

(1)糖度の樹上測定法
携帯型非破壊品質評価装置 (以下供試装置)における
結実状態での測定値と室内での測定値の相関は図 1、 2、

表 1が示すとおり、高い結果となった。
また、供試装置による非破壊糖度と実測糖度の標準誤

差は年度や調査時期により差がみられるものの、 `ふ じ
'、 `ジ ョナゴール ド'、 `つがる'と も小さく (表 2)、

その相関は、 `ふ じ'、 `ジ ョナゴール ド'では収穫 lヶ
月前以降から、 `つがる'では収穫 1週 間前以降から高
かつた (表 3)。

供試装置による糖度測定では、調査時期により非破壊

糖度と実測糖度とに差が生じ、その測定差 (測定値―実

測値)は、調査時期が遅いほどマイナスとなつた (表 4)。

(2)収穫時の糖度予測

収穫 lヶ 月前以降の非破壊測定糖度と収穫時の実測糖

度の相関は、年度によりややばらつきが認められるもの

の、高い結果となり、収穫 lヶ 月前の糖度が 135%以
上であれば収穫時の精度は 15%以 上になると推測でき
る (図 3、 4)。

4 ま と め

供試装置を利用した結実状態での精度測定は、 `ふ じ
'、 `ジ ョナゴール ド'では収穫 lヶ 月前から、 `つがる
'では収穫 1週間前から高い精度で可能であり、樹冠内
果実の非破壊糖度測定による品質不良樹の判定や品質低

下部分の把握ができるようになる。 しかし、調査時期に

よる預1定差が生ずるため、あらかじめ、果実をサンプリ

ングし実測糖度 と測定糖度 との差を補正する必要があ

る。

また、 `ふ じ'では収穫 lヶ 月前の非破壊糖度測定に
より収穫時の品質予測も可能である。

計
輌̈

t―

図 2樹 上測定糖度 と室内測定糖度
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図 4収穫 lヶ 月前の非破壊測定糖度 と成熟

期の実測糖度との相関 (ふ じ 2002)

収穫 lヶ 月前の非破壊測定糖度と

成熟期の実測精度との相関 (ふ じ 2003)
図 3
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